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外国人児童生徒等教育を担う教育者・支援者の育成
－『多様性の包摂』の実現に向けて－
2026年1月31日 13：00-17：00 



外国につながる高校生のスピーチ大会から

不安 逃避 希望

ことば・こころ・法律制度の壁

なかま・「教育者」の存在



共生名前やしぐさなどの

ちがいでバカにされないか

こわい

考え方のちがいで

ぶつかるのが怖い

言語

言葉がわからないし、

気持ちが伝わらない

友達なんかできない

子どもたちの抱える不安

アイデンティティ

将来なりたい

自分なんてない

自分の親のルーツを

まわりに言えない

まわりとちがう

自分が嫌い

日本のことを知らない。

勉強に

ついていけるだろうか

学力

P８.参照大阪市教育委員会人権・国際理解教育グループ



外国につながるこどもたちの3つの壁

・法律・制度
・在留資格・・・

・ことば
・生活言語 学習言語・・・

・こころ
・いじめ 差別



子どもが安心して輝ける学校づくり（校内でつながる）
•授業の見直し

・日本語指導の充実・わかりやすい授業

•基本的生活習慣の確立に向けて

・健康面で確かな連携

•異文化理解・地域学習の重視→多文化共生教育

・スマイルクラス(国際学級）→「ちがい」を豊かさに

・大阪が大切にしてきた在日外国人教育の意義を踏まえた
⇒新たな多文化共生教育



クラスでできること・学校でできること

• 日本語指導などの学習指導では

・やさしい日本語を意識して

・言葉を指導するときには、場面と実物や絵、写真などを活用して指導する。

・学校全体で受け入れ態勢を

・それぞれの立場や役割で適切な支援を

・日本語指導担当・学級担任任せにしてはならない。

・トイレなどの表記などを多言語版に

・今の症状がわかるイラストを保健室に



子どもたちが安心して学ぶための組織(チームがっこう）に

・PTAと共に（PTA行事で・クラブ活動・生涯学習などで・保護者へのお知らせ）

・区役所などの公的機関と共に（サポーター配置）
・中央区「外国につながる若者や保護者へのエンパワーメント事業」
・大阪市「ネグレクト児童およびヤングケアラーへの寄り添いサポート事業」
での相談事業

・ 地域支援団体や大学などの教育機関と共に（地域の学習支援・地域の居場所
として）

・「Minamiこども教室」 「しま☆ルーム（子ども食堂）」

7

様々な場所（家庭・学校・地域）に居場所があることで・・・



「つながる」ために

•役割の明確化

•課題の共有

•取組の共有

•成果と課題の共有

（当たり前と思われることを当たり前にするために）



大阪市の

外国につながる児童生徒の受入れ・共生のための教育推進事業



拠点のコーディネーターやくわり



多文化ってなに



初期日本語適応教室に取り組んで

•指導員、支援員（教育者）と共に取り組むために
大切にしていること



リスペクタント
「RESPECT＋DISTANCE]

～ちがったままの距離感で尊敬・尊重し合う学校園づくり～

キーワードは、

「つながり」
「ちがい」があふれる世界の人たちとともに
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